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　３月議会終了後、すぐに統一地方選
挙の4/7投票日の前半戦が始まり、さ
らに4/21日投票日の後半戦。選対事務
局長として担った選挙（神戸市議選・
新人=当選）も含め、主に緑の党が推
薦する無所属・立憲民主党候補者への
支援に走り回りました。他にも勉強会
で一緒に活動する候補者にも支援に回
りました。主に女性候補は好調でした。
各地から勝利の報告がありました。 

井奥まさき 
活動アルバム

子育て日記

れているだけの極端な緑地減少につながる提案です。高砂市は両市
より極端に工業専用地域全体を対象とします。「工場が逃げ出さな
いため」と説明しますが、「環境と経済の両立」がこれからの経済
の課題となっている現状とあまりに遊離します。例えばサントリー
など優良企業は本来の緑地率より多い緑地を確保しています。 
　議論をすればするほど矛盾が出たため、議会で最低限の委員会修
正をして「４月以後に再度議論」となりました。これが独自性？

１割以下での工夫が大事では　高砂市を一歩前へ

国の政策/視点や前例で９割以上 
　2019年度高砂市予算の審議が終わり
ました。３月はボリュームも一番大きく、
長時間の審議でへとへとになりました。 
さて、改めて考えると高砂市の予算と言っ
ても、実は中身は「国の政策・視点」と
「都道府県の政策・視点」、そして「高
砂市独自の政策・視点」があるはずです。
非常に残念ながら現代日本の地方自治体
では「国の政策・視点」が大きな要素を
占めます。他に「都道府県の政策・視点」
や前例を加われば市独自に本当に行われ
ている予算は極めて少ないと言えます。
実感として１割以下ではないでしょうか。

本来の 
緑地率

提案された
緑地率

工業専用地域 20% 1%

統一地方選挙 
各地へ応援 明石市議候補　丸谷さん応援

井奥の主張

・現代日本の地方自治体では１割以下しか独自性を 
　発揮できない　→でもその独自性が大切 
・「住民のための仕事をする」原点を貫くべき

当初予算

2019年度高砂市予算

国の政策 
/視点

都道府県の
政策/視点

市の政策/
視点

国の政策・視点

現実

本来

「１割以下」が大切なのに　「言い訳」ばかり 
　一般質問で「登市長の独自の工夫は」と聞きました。しか
し、バラバラの政策を言うだけで一貫した理念が見えてきま
せん。極めて豊かな自治体（東京など）の一部を除けば、高
砂市だけでなく「１割以下」の状況は変わりませんが、その
中でも創意工夫を続けている自治体は多くあります。 
　予算審議で気になるのは「言い訳」的な守りの答弁が目立
つことです。「国の補助金だから」「県事業だから」と自分
たちの色を消すことに一生懸命に見えます。 
　高砂市の急激な人口減少はこうした「守り」の登市長の政
治姿勢が続いているからではないでしょうか。３期目（11年）
の弊害が目立ってきました。 
　最後にいつも私が刺激を受ける元我孫子市長の福嶋浩彦さ
んの言葉を紹介します。「地方分権を実は市長も議会も嫌がっ
ているのではないか。地方分権が進めば事業の説明責任から
逃げられない。国を言い訳にできず、直接市民と向き合うこ
とを嫌うのでは。」「原動力は住民のために仕事すること」

緑地緩和 20％→１％の極端な緑地減少提案
かろうじて「延長戦」へ

　３月議会で極端な工場地
帯への緑地率緩和が提案さ
れました。県下でも播磨町
と神戸市の一部だけ実施さ→



井奥まさき の 市政ニュース
大苦戦の高砂市民病院　明確な方針が必要なのに市民病院

　苦戦が続く高砂市民病院の経営を抜本的に考え
るはずだった「あり方検討委員会」から３月末に
答申書が出されました。しかし、結局「現状の中
での改革」提言にとどまりました。これを受けて
高砂市も方針案のたたき台を示していますが、曖
昧な文章に終始しています。私は「文学的表現」
と厳しく指摘していますが、具体的なデータや根
本的な改革案がまったく示されません。 
　例えば、加古川中央市民病院との強固な連携・
医師交流という方針が示されていますが、何を意

子育て日記 娘の指導でLINE再デビュー　スタンプにハマる
　選挙の打ち合わせ、PTAの連絡などでLINEを使
う場面が増えてきました。実は学童保育の役員時
代にLINEを導入したのですが、セキュリティ制限
がわりとややこしいので遠のいていました。 
　しかし、必要に迫られ苦労をしながら再度設定
してパソコンとスマホで使い出しました。独特の
メニューに苦労しながら、一番得意な娘に相談。
「コテハン変更」（名前を変えてわかりやすくす
る）「スタ連」（スタンプをひたすら打って注意
を喚起する）などチンプンカンプンな専門用語を
駆使しながら設定や使い方を教えてくれました。 

　私がはまったのが「有料ス
タンプ」です。娘に教えても
らった「まさき」スタンプを
購入し、使っています。左の
ように場面によってこちらの

このニュースは政務活動費を使わず、全額を井奥の報酬で作成しています。

気持ちが伝えられるので便利ですね。かわいいし。 
　息子も中学校で通いだした私学が行き帰りがスマ
ホ解禁なのでLINEを駆使して友達と連絡を取り合っ
ており、私ともやりとり。子どもたちとの貴重な対
話ツールです。しかし、携帯メール、Facebook、
LINEとたくさんチェックが必要で困惑してます。

井奥の提言

現状の中で改革 
・救急を断らないなど 
「面倒見のいい病院」 
・加古川中央市民病院と
の強固な連携 

高砂市のプラン

抜本的な改革を 
・現実を見つめて根本
的な機能転換を 
・数値目標、市税金投
入の明確化を 2019 20202021 2023

病院への約７億円の赤字
補てんが続いた場合の 
市の貯金額（財政調整基金）

議会から請求した 
高砂市中期財政計画 
シミュレーションより

24億円

９億円

味しているのか不明です。本来はダウンサイジン
グ（200床以下）にして中身を充実する、建替か
大幅な改修を実施するなど根本的な改革が必要で
した。ちなみに「2018年度並みの約７億円の赤
字が続いた場合の2022年度の姿」を議会として
資料請求したところ、上図のような状況です。 
　これでは他の政策に影響が出てきます。少数精
鋭で頑張っている医師やスタッフを支援して根本
的に立て直すためには市からの投資や具体的な支
援も必要ではないでしょうか。

19億円

本来は最低20億
円は必要

夏休み短縮 夏休み短縮をめぐる混乱で　教育長が１カ月1/10給与返納

七彩さん写真AC提供

　2019年度から夏休み
が５日間短縮されて８月
26日（月）から二学期が
始まります。 
　保護者にとってはうれ
しい面もあるでしょうが、

うが、現場の先生が困惑しています。昨年12月の校
園長会で突然打ち出されたため、「押しつけ」感が
強く、先生たちの仕事をさらに増やして疲弊させる

危険性も出てきたからです。 
　混乱を反映してか、２月18日の教育委員会では
異例の「多数決」で方針決定。その後も勇気ある
現場の先生から全議員に「手続きが乱暴」「子ど
もたちに説明ができない」と実名での告発の手紙
が寄せられ議会でも大きな議論となりました。こ
うした混乱の責任を取る形で教育長が１カ月の1/
10の給与を返納。また「教員の働き過ぎ」防止策
を約束しました。拙速で混乱する実施で残念です。

2022

17億円
13億円
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